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　　　　　＊＊＊　以下は、あくまで例です。真似しないでください。　＊＊＊
　　　　　＊＊＊　本文はもちろん、節の切り方や論理の組み方は　　　＊＊＊
　　　　　＊＊＊　ご自分の気に入ったスタイルで書いてください。　　＊＊＊



【（ａ）研究領域の目的、背景など（つづき） 】
学術変革（Ｂ）（領域計画書） ２

1.1 計画研究の名前
領域全体の計画書を書くときに用いたkeikaku defs.texで定義したコマンド (例えば\codeZoo,

\titleZoo, \codeNicknameZooなど)を用い、各計画研究の記号や研究課題名やその略称（A01,

象の卵の探索ー動物園, A01(動物園)) を表示するのが楽です。書き間違えないし、あとで名前が
変わっても簡単に直せます。
象の卵の研究目的は．．．
唯一無二。
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【（ａ）研究領域の目的、背景など（つづき） 】
学術変革（Ｂ）（領域計画書） ３
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　　　　　＊＊＊　以下は、あくまで例です。真似しないでください。　＊＊＊
　　　　　＊＊＊　本文はもちろん、節の切り方や論理の組み方は　　　＊＊＊
　　　　　＊＊＊　ご自分の気に入ったスタイルで書いてください。　　＊＊＊

１）どうやって引っ張っていくのか
領域代表者のビジョン (視力)は良く、2.0である．．．

２）どうやって力を合わせるのか
本領域の概念図を図 1に示す。

総括班

領域代表者

Z00 A01 A02

図 1: 領域の概念図

３）みんなそれぞれ何をするのか
繰り返しとなるが、Z00は動物園、A01はアフリカ、A02は南アジアで象の卵を探し、総括班

はミズナギドリとアホウドリの飼育と訓練を行う。



学術変革（Ｂ）（領域計画書） ５�ÛYÿÿÿÿÿ�ß��þÿā 

ÿÿÿ�ßë²~��ûýý 

�ßë²~��ûýý{ttv�ÿy»sx2{{k~ù{ttvw_ö{tnú{�ÿy»sxÿÿ�ïÕÿ2 

ÿÿ|~�ßÛsT��|~~w_özÔrþ{ 

ÿÿÿÿ²ßÿy»w_öz��ûýý 

|~þö²Ôry»�±~w_öz|~��ûýý{ttv�ÿy»sx2 

ÿÿÿÕ_x~åy~ïzy~×}Õû 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

象の卵の研究計画は．．．
準備はしようとしている。多分できると思う。
研究代表者と研究分担者の役割分担は．．．



【（ｃ）領域推進の計画・方法（つづき） 】
学術変革（Ｂ）（領域計画書） ６
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象の卵の殻の仕組みが解明されれば、

• 象の生態の解明、恐竜の卵の構造の理解（生物学）、

• 殻の化学生成反応の解明（化学）、

• 殻の原子レベルでの構造と C60やナノクラスターとの関連の研究（物理）、

• 人工的に象の殻を作り、車の車体などに応用できる（工学）

など、科学、社会への影響は計り知れない。


